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幹 (かん)細胞 (さいぼう)を使った脊髄 (せきずい)損傷 (そんしょう)の治療 (ちりょう)について
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釧路孝仁会記念病院



1. はじめに
これから、あなたに「脂肪 (しぼう)組織 (そしき)由来間 (ゆらいかん)葉 (よう)系 (けい)幹 (かん)細胞 (さいぼう)を用いた脊髄 (せきずい)損傷 (そんしょう)の治療 (ちりょう)」（以下、治療 (ちりょう)）について説明 (せつめい)します。説明 (せつめい)をよく聞 (き)いて、この治療 (ちりょう)に受 (う)けられるかどうか、ご家族に相談するなどして、あなた自身 (じしん)で決めてください。わからないことがあれば、何でも聞 (き)いてください。

2. 「治療 (ちりょう)」の目的 (もくてき)	
この治療 (ちりょう)は、脊髄 (せきずい)損傷 (そんしょう)を治 (なお)すことを目的としています。患者 (かんじゃ)さん自身 (じしん)のお腹 (なか)やお尻 (しり)から手術で脂肪 (しぼう)を取って来て、その脂肪 (しぼう)の中から幹 (かん)細胞 (さいぼう)（脂肪 (しぼう)由来間 (ゆらいかん)葉 (よう)系 (けい)幹 (かん)細胞 (さいぼう)）を取り出し、増やして、一定 (いってい)の量 (りょう)になったところで、それを点滴 (てんてき)で投 (とう)与 (よ)します。
[image: ][image: 脂肪　イラスト - Google 検索 - Mozilla Firefox]


間 (かん)葉 (よう)系 (けい)幹 (かん)細胞 (さいぼう)

脂 (し)　肪 (ぼう)



3. 「脂肪 (しぼう)由来間 (ゆらいかん)葉 (よう)系 (けい)幹 (かん)細胞 (さいぼう)」とは
[image: ]脂肪 (しぼう)由来 (ゆらい)間 (かん)葉 (よう)系 (けい)幹 (かん)細胞 (さいぼう)には①傷 (きず)ついたところに集まろうとする性質 (せいしつ)、②炎症 (えんしょう)をおさえる性質 (せいしつ)、③悪 (わる)くなったところに働 (はたら)きかける性質、④免疫 (めんえき)を調整する性質 (せいしつ)、があると考えられています。
これらの性質 (せいしつ)を生かすことで治療 (ちりょう)に効果 (こうか)がでていることが、報告 (ほうこく)されています。間 (かん)葉 (よう)系 (けい)幹 (かん)細胞 (さいぼう)

また、この治療 (ちりょう)は、患者 (かんじゃ)さん自身の脂肪 (しぼう)から取り出した細胞 (さいぼう)を使うため、拒絶 (きょぜつ)反応 (はんのう)がおきない、感染症 (かんせんしょう)等の問題 (もんだい)が少ないという点で安全 (あんぜん)な治療 (ちりょう)と言われています。
＊拒絶 (きょぜつ)反応 (はんのう)：私たちの体には、外部 (がいぶ)から自分 (じぶん)自身 (じしん)以外 (いがい)のものが体内に入ったときにそれを異物 (いぶつ)として認識 (にんしき)し、排除 (はいじょ)しようとする働 (はたら)きがあります。この自分自身以外のものを異物 (いぶつ)として攻撃 (こうげき)しようとする反応 (はんのう)のことを拒絶 (きょぜつ)反応 (はんのう)といいます。

4. 脊髄 (せきずい)損傷 (そんしょう)について
[image: ]「脊髄 (せきずい)」とは、脳 (のう)から背骨 (せぼね)の中を通って伸びている太い神経 (しんけい)の束 (たば)のようなものであり、脳からの命令 (めいれい)を身体 (からだ)に伝 (つた)えたり、痛 (いた)みや触覚 (しょっかく)などの感覚的 (かんかくてき)な情報 (じょうほう)を脳に伝えたりする重要 (じゅうよう)な働きがあります。そして、この部位の損傷 (そんしょう)を「脊髄 (せきずい)損傷 (そんしょう)」といいます。交通 (こうつう)事故 (じこ)や高いところからの転落 (てんらく)事故 (じこ)などの外傷 (がいしょう)が原因 (げんいん)のほとんどを占 (し)めています。
脊髄 (せきずい)損傷 (そんしょう)になると「手が動かない」、「脚 (あし)が動かない」、「指がうまく使えない」、「おしっこがよく出ない」、「おしっこがもれてしまう」、「便秘 (べんぴ)になる」、「手足の感覚 (かんかく)がない」、「歩けない」、「立てない」などの症状 (しょうじょう)がでることがあります。どこの神経 (しんけい)にどのくらいの衝撃 (しょうげき)を受けたかによって症状 (しょうじょう)は大きく変わ (か　)ってきます。

5.　治療 (ちりょう)の流れ (なが　)
①適応 (てきおう)検査 (けんさ)（血液 (けつえき)検査 (けんさ)、がん検査）→②脂肪 (しぼう)組織 (そしき)、血清 (けっせい)の採取 (さいしゅ)→③細胞 (さいぼう)の培養 (ばいよう)→④幹 (かん)細胞 (さいぼう)投与前 (とうよまえ)の検査 (けんさ)→⑤幹 (かん)細胞 (さいぼう)の投与 (とうよ)→⑥リハビリテーション→⑦予後 (よご)検診 (けんしん)という流 (なが)れで行われます。
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投与前 (とうよまえ)検査 (けんさ)

リハビリ


1） 適応 (てきおう)検査 (けんさ)（血液 (けつえき)検査 (けんさ)・がん検査 (けんさ)）
この治療 (ちりょう)を受けることが決まったら、感染症 (かんせんしょう)やがんにかかっていないかの検査 (けんさ)を行います。
（1）血液 (けつえき)検査 (けんさ)
以下の病気 (びょうき)にかかっていないかの検査 (けんさ)をします。
1 HIV (免疫 (めんえき)不全 (ふぜん)症候群 (しょうこうぐん))　②C型 (がた)肝炎 (かんえん)　③B型 (がた)肝炎 (かんえん)　
④白血病 (はっけつびょう)　⑤梅毒 (ばいどく)　⑥マイコプラズマ感染症 (かんせんしょう)		
（2）がん検査 (けんさ)
PET（ペット）という放射 (ほうしゃ)線 (せん)の機器 (きき)で、全身 (ぜんしん)にがんがあるかどうかを調べます。
この血液 (けつえき)検査 (けんさ)・がん検査 (けんさ)で異常 (いじょう)がみつかったら治療は受けられません。
　
2）脂肪 (しぼう)組織 (そしき)、血清 (けっせい)採取 (さいしゅ)
感染症 (かんせんしょう)やがんにかかっていないことが確認 (かくにん)されたら、お腹 (なか)かお尻 (しり)から脂肪 (しぼう)を取る手術 (しゅじゅつ)を行います。手術 (しゅじゅつ)のときに採血管 (さいけつかん)1本分の採血 (さいけつ)をします。これは、採 (と)った細胞 (さいぼう)を培養 (ばいよう)するのに必要 (ひつよう)な血清 (けっせい)成分 (せいぶん)を採 (と)るためです。
また、手術 (しゅじゅつ)は痛 (いた)くないよう、採取 (さいしゅ)するところに麻酔 (ますい)の薬 (くすり)を塗 (ぬ)りますが、もし痛 (いた)くなったり、気持 (きも)ちが悪くなったら、がまんしないで先生 (せんせい)か看護師 (かんごし)にお話 (はな)ください。
また、塗 (ぬ)った麻酔 (ますい)薬 (やく)が合わなくて、具合 (ぐあい)が悪くなったりしたときには手術 (しゅじゅつ)を中止 (ちゅうし)することもあります。

3）細胞 (さいぼう)の培養 (ばいよう)
手術 (しゅじゅつ)で採取 (さいしゅ)した脂肪 (しぼう)、血清 (けっせい)はすぐに病 (びょう)院内 (いんない)の無菌 (むきん)細胞 (さいぼう)調整室 (ちょうせいしつ)(CPC：セルプロセッシングセンター)に届け (とど　)られます。脂肪 (しぼう)から幹細胞を分離 (ぶんり)して培養 (ばいよう)を行います。施設 (しせつ)及び細胞 (さいぼう)の培養 (ばいよう)は治 (ち)験 (けん)薬 (やく)GMPの基準 (きじゅん)に従った衛生 (えいせい)管理 (かんり)のもとで行っています。
この治療 (ちりょう)に必要 (ひつよう)な幹 (かん)細胞 (さいぼう)の数 (かず)に増えるまでに、約4～6週間 (しゅうかん)かかります。細胞 (さいぼう)の培養 (ばいよう)は、どの細胞 (さいぼう)であっても同じ方法 (ほうほう)で行ないますが、細胞 (さいぼう)が増 (ふ)える能力は個人差 (こじんさ)があるので、培養 (ばいよう)期間 (きかん)が長くなったり、場合 (ばあい)によっては、この治療 (ちりょう)をあきらめていただくことがあります。
＊術後 (じゅつご)処置 (しょち)・抜糸 (ばっし)について
手術 (しゅじゅつ)の1週間後 (しゅうかんご)に抜糸 (ばっし)や脂肪をとった箇所 (かしょ)の消毒 (しょうどく)のため病院 (びょういん)に来ていただきます。病院 (びょういん)から遠くにお住 (す)まいの方は、近所 (きんじょ)の病院での抜糸 (ばっし)でもよろしいですが、手術のあと傷口 (きずぐち)にばい菌 (きん)が入っていないか、化膿 (かのう)していないかを確認 (かくにん)するためにも担当する医師の診察 (しんさつ)の日に来て下さることをおすすめます。
4）投与前 (とうよまえ)検査 (けんさ)
　　幹 (かん)細胞 (さいぼう)が一定 (いってい)の数を確保 (かくほ)できたら、投与 (とうよ)する前に検査 (けんさ)（MRI、エコー、呼吸 (こきゅう)機能 (きのう)、眼底カメ
ラ、SEP検査 (けんさ)など）とリハビリテーションの評価 (ひょうか)（体の動き (うご　)をビデオにとったり、計測 (けいそく)をしま
す）を行 (おこな)います。

5）幹 (かん)細胞 (さいぼう)投与 (とうよ)について
培養 (ばいよう)した幹 (かん)細胞 (さいぼう)を静脈内 (じょうみゃくない)に点滴 (てんてき)で投 (とう)与 (よ)します。投与のときに肺 (はい)塞栓症 (そくせんしょう)（血のかたまりが肺 (はい)の細い動脈 (どうみゃく)につまって突然 (とつぜん)起 (お)こる病気です。）を起こす危険 (きけん)があることが報告されていますので、投与の1週間前から肺 (はい)塞栓症 (そくせんしょう)を防ぐための薬 (くすり)を飲んでもらいます。
投与している間に具合 (ぐあい)が悪くなったときは、医師が投与を中断 (ちゅうだん)または中止し、適切 (てきせつ)な対応 (たいおう)をさせていただきます。

6） リハビリテーション
　投与 (とうよ)が終わったら、リハビリテーションも合わせて行います。
　リハビリーションを実施 (じっし)することで、より治療 (ちりょう)の効果 (こうか)がでると言われています。

7） 予後 (よご)検診 (けんしん)
幹 (かん)細胞 (さいぼう)の投与 (とうよ)2週間後、1ヶ月、3ヶ月、6ヶ月、1年後に投与前 (とうよまえ)と同じように検査 (けんさ)とリハビリテーションの評価 (ひょうか)を行います。
予約した日に病院に来てください。治療 (ちりょう)効果 (こうか)がどのくらい出ているか、お身体 (からだ)に異常 (いじょう)が起きていないかどうかを確認 (かくにん)するために大切な検 (けん)診 (しん)となります。忘 (わす)れずに来てください。

6.　治療 (ちりょう)の考えられる効果 (こうか)と合併症 (がっぺいしょう)・副作用 (ふくさよう)
考えられる治療 (ちりょう)効果 (こうか)
幹 (かん)細胞 (さいぼう)の持つ炎症 (えんしょう)を抑 (おさ)える性質 (せいしつ)や悪 (わる)くなったところを修復 (しゅうふく)する性質により、動かなかった手足が動くようになったり、排尿 (はいにょう)、排便 (はいべん)などの障害 (しょうがい)が改善 (かいぜん)されたという報告 (ほうこく)がありますが、必 (かなら)ず効果 (こうか)が出るとは限りません。
考えられる合併症 (がっぺいしょう)と副作用 (ふくさよう)
[image: 110][image: ]この病院 (びょういん)では、これまで、脂肪 (しぼう)を採 (と)ったときに傷口 (きずぐち)に菌 (きん)が入った例が1件あったのみで、他には合併症 (がっぺいしょう)、副作用 (ふくさよう)は起きていません。
　　もし、いつもと違 (ちが)うことがあったら、すぐに家族 (かぞく)や担当 (たんとう)医師 (いし)に連絡してください。診察 (しんさつ)や治療をします。
	


5. 個人 (こじん)情報 (じょうほう)の保護 (ほご)について
あなたから同意 (どうい)をいただくことなしには、あなたを特定 (とくてい)できる情報（名前、住所、電話番号等）
を外部に提供 (ていきょう)しません。
ただし、適切 (てきせつ)な医療 (いりょう)サービスを提供する上で、他の医療 (いりょう)機関 (きかん)との情報 (じょうほう)共有 (きょうゆう)が必要な場合には同意を得ることなしに、あなたの名前 (なまえ)や住所などの個人情報をお知らせする場合があります。
また、この治療の成績 (せいせき)をまとめて学会 (がっかい)発表 (はっぴょう)や論文 (ろんぶん)として公表されることもありますが、いず
れの場合もあなたの名前等の個人的な情報は公表されることはありません。
　
6. この治療で、健康 (けんこう)被害 (ひがい)が発生した場合について		
この治療が原因と考えられる何らかの健康 (けんこう)被害 (ひがい)が発生した場合は、すぐに担当医師にご連絡 (れんらく)ください。必要な治療 (ちりょう)と適切な処置 (しょち)を行います。もし、この治療が原因で入院が長くなる場合の治療費はご家族や当院で話し合って決定します。

7. 治療 (ちりょう)への参加 (さんか)について
この治療 (ちりょう)の説明 (せつめい)を担当医師から聞いた上で、治療 (ちりょう)を受けるかどうかはあなた自身で決めてください。この治療を受けないで他の治療を考えることもできます。
あなたがこの治療を受けている途中 (とちゅう)で、気持ちが変わったら、家族や担当 (たんとう)医師 (いし)と相談してやめることもできます。
心配 (しんぱい)なことがあれば、なんでも担当医師に相談してください。

		
8. 【相談窓口】
	病院名
	釧路 (くしろ)孝 (こう)仁会 (じんかい)記念 (きねん)病院 (びょういん)

	電話番号
	0154-39-1222

	担当医師の名前
	齋藤 (さいとう)　孝 (こう)次 (じ)

	担当者
	勇 (いさみ)　まゆみ







病院保管用


説明 (せつめい)確認書 (かくにんしょ)

「幹 (かん)細胞 (さいぼう)」の治療について説明を聞きました。


説明を受けた日　　　年　　月　　日
名前：　　　　　　　　　　　　　　


担当医師
名前：　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者　
名前：　　　　　　　　　　　　　　　　　


image4.png




image5.tmp
G #HHEE {5Ah-Googl. X | &

€ @6 hitps//wwwgoogle.co,p/s

HEBR-T @ Firefox BENIBES G EEH. httpsy/mail.google.co.

N\ &/

fox-b &tbm=isch&

G BHAES

(end

HHAET
EXBIHBE
EBEV
BHEE
‘BEWNERE
HERR - HHEREE

e

= @

B8R e ¥ A 99

. [ egsssrmniey. @ BLEREEon B BEERTody @ Minds(@AYAMAES..

T o
—‘ EHEO
o ERRE
NP g amemE
,mJ ERRERE

it

B

HREHREG | OBRFEHER - Yahoo#RFK (...

L B BEFROSE
“a 8%

REEEIS

X





image6.jpeg




image7.jpg




image8.jpg




image9.png




image10.gif




image11.gif




image12.jpeg




image13.jpg




image1.emf

image2.png
b hEIERRER

=== 4

a2-6> 7 LEES
LOF > THE

R

ORI
P

=»

il




image3.tmp
- o x

A5k - Google #% X |+

https://www.google.cojp/search?q=Rgi 17 AMaclient=firefox-b&tbm=isch&tbo=uBisource=un | €& @ Q #F wBa ¥ A ¢ =
@ Frefo BEII5E) @ ER®.. M hitpss/mailgoogleco.. G BEAES(I5U-5.. [l s@smstasns. @ BiERERon E\iiﬁﬁfoday @ MindsXAYRH K5 »

G
r

) an Stock Phoo





